
年度　授業計画（シラバス）

30 （2） 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

授業の方法

教科書
配布資料

超音波の配布資料を読ん
でおく。

超短波・極超短波の適応・禁忌・操作方法が説明できる。

物理療法学各論（超短波・極超短波）

超音波・極超短波の準備・設定・操作が行える。

物理療法学各論（超音波・実技説明）

教科書
配布資料

教科書の超短波・極超短
波の項目を読んでおく。

波野　彩葉

臨床現場では物理療法を用いて治療することが多く、適応や禁忌を学び、適切な治療を行えるようになりましょう。

担 当 教 員

物理療法学総論

温熱療法と寒冷療法の効果の違いが説明できる。

温熱療法と寒冷療法の効果の総論(効果・機序)

ホットパック・パラフィン浴の適応・禁忌・操作方法が説明できる。

物理療法学各論（温熱療法概論・ホットパック・パラフィン浴）

第
１
回

内　　　容

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

授業以外での準備学習の具体的な内容使用教材

教科書
配布資料

物理療法の種類を確認し
ておく。

物理療法の定義が説明できる。

教科書
配布資料

教科書のホットパックの項
目を読んでおく。

教科書
配布資料

教科書のホットパックの項
目を読んでおく。

2025

専門分野 授業の方法 講義演習

授業時数(単位数)必修

配布した資料を積極的に復習しましょう。

定期試験(80％)、小テスト(10％）、レポート(10％)

科  目  名

理学療法士学科

物理療法学

科　目　区　分

配布資料：レジュメを毎回配布します。

物理療法の総論、各論について理解し、疾患に適した物理療法を考えることが出来る。物理療法を実際に使用し、適応・禁忌について理解で
きる。

学期

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

902教室・機能訓練室昼間部2年 教室名

実務経験と
その関連資格

理学療法士として一般病院に7年間勤務。
急性期、回復期、外来、訪問リハビリテーションに従事。

第
２
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
３
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
４
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
５
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定



授業の方法 授業以外での準備学習の具体的な内容

教科書
配布資料

教科書の寒冷療法の項
目を読んでおく。

教科書の水治療法の項
目を読んでおく。

授業資料
パワーポイント

第１回から第9回の授業
資料を復習しておく。

教科書
第1回～第4回まで
の配布資料

教科書
配布資料

症例に適した物理療法を選定し、各種物理療法が実施できる。

前回に提示された症例に対して、的確な物理療法を選定し発表す
る。

第7回から第10回で学んだ物理療法を再復習します。

模擬症例に対する、物理療法の選定に対する発表準備。

班に分かれて、配布された模擬症例の資料をもとに、物理療法の
選定や方法を検討する。

症例に適した物理療法を選定し、各種物理療法が実施できる。

前回に提示された症例に対して、的確な物理療法を選定し発表す
る。

教科書
配布資料

教科書の牽引療法の項
目を読んでおく。

寒冷療法の効果、アイスパックやアイスマッサージの準備・操作が
できる。適応や禁忌が説明できる。

物理療法学各論（寒冷療法概論・アイスパック・アイスマッサージ）

牽引療法の効果が説明できる。適応・禁忌が説明できる・

牽引療法（牽引療法概論・頚椎・腰椎牽引療法）

教科書
配布資料

教科書の寒冷療法の項
目を読んでおく。

教科書
配布資料

授業資料
パワーポイント

第１回から第9回の授業
資料を復習しておく。

教科書
第7回～第10回ま
での配布資料

第7回～第10回までの配
布資料を再復習しておい
てください。

第１回から第9回の授業
資料を復習しておく。

寒冷療法・牽引療法・電気刺激療法　復習

各コマに おける 授業予定

教科書の電気刺激療法
の項目を読んでおく。

電気刺激療法の効果が説明できる。適応・禁忌が説明できる。

電気刺激療法（電気刺激療法概論・治療的電気刺激法）

第
６
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

使用教材

物理療法学各論（寒冷療法概論・アイスパック・アイスマッサージ）

第1回～第4回までの配布
資料を再復習しておいてく
ださい。

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

各コマに おける 授業予定

第
９
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
１
０
回

授業を 通じての 到達目標

授業資料
パワーポイント

第
１
５
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

内　　　容

第
１
１
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
１
２
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
１
３
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

水治療法の効果、水治療法概論・過流浴・気泡浴の適応や禁忌が
説明できる。

物理療法学各論（水治療法概論・過流浴・気泡浴・ハバードタンク）

寒冷療法の効果、アイスパックやアイスマッサージの準備・操作が
できる。適応や禁忌が説明できる。第

７
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
８
回

授業を 通じての 到達目標

温熱療法　復習

第1回から第4回で学んだ温熱療法を再度復習します

第
１
４
回


